
五
十
鈴
関
東
　

小
山
・
太
田
Ｓ
Ｃ

太　田　社　長

豊
富
な
設
備
群
で
多
様
な
ニ

ズ
に
対
応

　
五
十
鈴
グ
ル

プ
︵
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区

社
長
・
鈴
木
勝
氏
︶
で
北
関

東
地
区
に
お
け
る
コ
イ
ル
セ
ン
タ

事
業
を
展
開
す
る
五
十
鈴
関
東
︵
本
社
・
栃

木
県
小
山
市

社
長
・
太
田
博
英
氏
︶
は

小
山
︵
栃
木
︶
サ

ビ
ス
セ
ン
タ


︵
Ｓ
Ｃ
︶
と
太
田
︵
群
馬
︶
Ｓ
Ｃ
の
２
拠
点
体
制
で

多
様
な
ニ

ズ

デ
リ
バ
リ

に
対
応
で
き
る
コ
イ

ル
セ
ン
タ

だ

気
候
変
動
に
対
応
し
た
環
境
施
策

も
先
駆
的
に
進
め
て
い
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
︵
持
続

可
能
︶
な
Ｓ
Ｃ
と
し
て
新
た
な
コ
イ
ル
セ
ン
タ

の

姿
を
目
指
す
同
社
を
ル
ポ
す
る

　
︵
伊
藤
　
健
︶

小山ＳＣ㊤と太田ＳＣ。環境対策にも
注力している

　
小
山
Ｓ
Ｃ
で
は

最
大
９


厚
の
鋼
板
を
加
工
で
き
る

大
型
レ
ベ
ラ

ラ
イ
ン
が
３

基

自
動
刃
組
交
換
装
置
を

搭
載
し
た
大
型
ス
リ

タ


ラ
イ
ン
が
２
基

こ
の
ほ
か

小
型
レ
ベ
ラ

ラ
イ
ン
や
シ



リ
ン
グ
設
備
は
最
大



厚
が
切
断
可
能
な
ギ



プ
シ



自
動
送
り
装
置

付
き
オ

ト
シ


な
ど
充

実
し
た
設
備
群
を
保
有

加

工
能
力
は
月
１
万
３
千


で

厚
物
か
ら
薄
物

軟
鋼

か
ら
硬
鋼
ま
で
幅
広
い
鋼
種

を
加
工
で
き
る
万
能
型
の
コ

イ
ル
セ
ン
タ

だ


　
太
田
Ｓ
Ｃ
も
最
大
３
・
２


厚
が
切
断
で
き
る
大
型
レ

ベ
ラ

ラ
イ
ン
２
基
と
ス
リ


タ

ラ
イ
ン
２
基

シ



リ
ン
グ
な
ど
多
種
多
様
な

設
備
を
保
有
す
る

加
工
能

力
は
月
６
２
５
０

で

自

動
搬
送
装
置
︵
Ａ
Ｇ
Ｖ
︶
や

原
コ
イ
ル
自
動
ラ

ク
は
五

十
鈴
グ
ル

プ
の
中
で
も
初

期
に
導
入
し
て
お
り

新
鋭

の
設
備
・
技
術
を
取
り
入
れ

る
先
進
的
な
拠
点
だ

品
質

面
で
も
家
電
や
鋼
製
家
具
な

ど
の
ユ

ザ

が
多
い
た

め

鋼
板
の
高
度
な
平
坦
度

な
ど

高
い
要
求
ス
ペ

ク

に
も
対
応
で
き
る


　
五
十
鈴
関
東
は
物
流
面
で

も
優
位
性
を
発
揮
す
る

五

十
鈴
グ
ル

プ
の
ロ
ジ
ス
テ



ク
ス
部
門
を
担
う
物
流

会
社
﹁
ワ

レ

ク
ス
﹂
と

鉄
鋼
メ

カ

の
延
長
ヤ


ド
︵
中
継
地
︶
を
兼
ね
た

﹁
五
十
鈴
倉
庫
﹂
が
小
山
Ｓ

Ｃ
に
隣
接
し
て
お
り

こ
の

ほ
か
高
崎
︵
群
馬
︶
に
も
物

流
拠
点
を
構
え
る

大
ロ


ト
・
即
時
納
入
が
求
め
ら
れ

る
自
動
車
向
け
の
ジ

ス
ト

・
イ
ン
・
タ
イ
ム
・
デ
リ
バ

リ

だ
け
で
な
く

小
ロ


ト
・
多
品
種
な
ど
の
小
口
配

送
に
も
対
応

域
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
需
要
と
デ
リ
バ
リ


を
捕
捉
す
る


　
マ
ル
チ
な
加
工
品
質
力


デ
リ
バ
リ

な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
高
い
水
準
の
オ
ペ
レ


シ

ン
を
実
現
す
る
五
十
鈴

関
東
は

環
境
に
優
し
い
機

能
提
供
型
コ
イ
ル
セ
ン
タ



グ
リ

ン
・
サ
テ

ス

フ

ク
シ

ン
︵
Ｇ
Ｓ
︶
の

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る


小
山
Ｓ
Ｃ
で
は

五
十
鈴
グ

ル

プ
で
初
と
な
る
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
を
計
画

中

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


を
自
家
消
費
し
て
Ｃ
Ｏ

排

出
量
の
削
減
に
努
め
る

ま

た
シ

ト
製
品
の
ス
キ

ド

︵
台
座
︶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

も
着
手
し
て
お
り

使
用
済

み
木
材
を
粉
砕
し
て
再
利
用

・
ア

プ
サ
イ
ク
ル
す
る
研

究
開
発
を
進
め
て
い
る


　
事
業
活
動
に
関
わ
る
環
境

施
策
だ
け
で
は
な
く

従
業

員
満
足
度
︵
Ｅ
Ｓ
︶
の
観
点

に
立

た

働
き
や
す
さ
を

重
視
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

職
場
環
境
の
整
備
も
推
進
す

る

五
十
鈴
グ
ル

プ
で
は

コ
イ
ル
セ
ン
タ

事
業
を
展

開
す
る
全
国
８
拠
点
に
暑
熱

対
策
と
し
て
遮
熱
シ

ト
と

エ
リ
ア
空
調
機
を
設
置
済
み

だ

太
田
Ｓ
Ｃ
で
は
夏
場
の

工
場
内
の
温
度
を
最
大

度

低
下
さ
せ
る
こ
と
を
達
成


今
夏
か
ら
女
性
ス
タ

フ
が

現
場
で
働
き
始
め
る
な
ど


労
働
環
境
の
改
善
が
雇
用
人

材
の
多
様
化

採
用
促
進
に

つ
な
が

て
い
る


　
今
年
４
月
に
社
長
に
就
任

し
た
太
田
社
長
は
﹁
小
山
Ｓ

Ｃ

太
田
Ｓ
Ｃ
の
多
種
多
様

な
設
備
群
を
生
か
し

マ
ル

チ
・
ニ

ズ
の
対
応
力
を
さ

ら
に
磨
き
上
げ
て
い
き
た

い

近
年
は
高
張
力
︵
ハ
イ

テ
ン
︶
材
の
ニ

ズ
が
高
ま


て
い
る

さ
ら
な
る
設
備

の
充
実
化
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
﹂
と
し
て
い
る

ま
た

﹁
近
隣
の
北
関
東
地
区
に
は

同
じ
メ
タ
ル
ワ
ン
・
グ
ル


プ
の
ス
ズ
ヤ
ス
の
ほ
か

同

業
他
社
も
多
い

同
じ
グ
ル


プ
内

な
い
し
は
グ
ル


プ
を
超
え
た
連
携
な
ど
も
前

向
き
に
進
め
て

コ
イ
ル
セ

ン
タ

業
界
が
次
世
代
に
も

存
続
し
て
い
く
た
め

業
界

全
体
の
底
上
げ
に
も
尽
力
し

た
い
﹂
と
話
す

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